
weblle操作マニュアル 
(サイト編集) 
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weblleについて�

weblleはconcrete5というCMS(コンテンツマネジメントシステム)をベースに	

作成したサイトを簡易的に作成できるパッケージになります。	

用意されている『ブロック』を配置して、誰でも簡単にサイト作成することができます。	

『ブロック』はドラッグ&ドロップで移動することができ、コンテンツの入れ替えも	

直感的に行えます。	

	

また、ページの複製等も簡単に行えるので、	

ABテストも制作面での費用をかけずに行えます。	

	

全体と各ページにそれぞれ独自のタグを挿入することができます。	

コンバージョンの測定等も細かく対応できます。	
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基本機能の概要�

サイトマップと新規ページ追加について	

1.  ログイン画面	

2.  編集画面	

3.  サイトマップの見方と使い方について	

4.  ページの複製方法	

	

ページの編集について	

1.  編集画面	

2.  コンテツの追加	

3.  編集モード	

4.  コンポーザー/ページ設定	

	

編集に関しての機能	

1.  テキストエディターについて	

2.  ファイルマネージャーについて	

3.  下書きの削除	
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グローバルナビのブロック 
	
色変更用のブロック 
	
挙動が他と違うブロック 
	
ブロックの複製 
 
共通設定に関する機能 
1.  共通設定 
2.  サイト名 ブックマークアイコン 
3.  トラッキングコード 
4.  キャッシュ	



サイトマップと新規ページの追加について	
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新規ページについて�

一般的なCMSの場合新規のページの追加をするとあらかじめ指定しておいた、	

特定のディレクトリにページが追加されます。	

weblleの場合は新規ページを追加しても、そのページがどのディレクトリに	

配置されるかは任意に設定できます。	

	

また作成したページに合わせてサイトマップも自動的に作成されるので、	

サイトの構造もわかりやすくなっています。	
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1. ログイン画⾯�

こちらでweblleをインストール後、ログイン画面のURLを発行します。	
ユーザーIDとパスワードを入力してログインをします。	
※パスワードは自由に変更をできます。	
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2.編集画⾯�

ログイン後ページ上部に画像のようなツールバーが現れます。 
weblleはページの編集画面と管理画面が一体になっています。 
それにより、直感的にページを編集することが可能になっています。 

ログイン状態になると上記のようなツールバーが表示されます。	
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3. 新規ページの追加⽅法�

ツールバー右上のページをクリックします。	
そうすると画像のような画面が展開されます。	
新しいページの『ページ』をクリックします。	
	
クリックすると新規のページが追加されます。	

クリック	
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3. 新規ページの追加⽅法�

クリックすると何も無いページが表示されます。 
最初の状態ではまだ何も設定されていないので、 
ページに関する設定を行います。 
 
ツールバーの『コンポーザー/ページ設定』をクリックします。 

画像のように何も設定されていないので 
 
・ページ名 
・URLスラッグ 
・ページ位置 
 
を設定します。 
『下書きを破棄』『保存して終了』 
『編集モード』『公開』 
のいずれかをクリックします。 
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3. 新規ページの追加⽅法�

『下書きを破棄』 
下書きの状態を破棄します。 
 
『保存して終了』 
下書きで入力した状態を公開せずに保存します。 
 
『編集モード』 
下書きで入力した状態を保存して、編集モードに移動します。 
 
『公開』 
入力した状態で公開します。 
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3. 新規ページの追加⽅法�

ページ位置をクリックすると画像のような画面
が表示されます。 
作成されているページがサイトマップの形式
で表示されます。 
 
ページ配置したい場所をクリックして、 
配置する場所を決定します。 
 
画像の内でdemoの場所をクリックした場合 
配置される場所は、 
 
example.com/demo/URLスラッグ 
 
のようになります。 
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3. サイトマップの⾒⽅と使い⽅について�

ツールバー右上の管理画面をクリックすると管理画面の一覧が表示されます。 
サイトマップをクリックするとこのような画面が表示されます。 
※管理画面のボタンがない場合は隣のページをクリックしてサイトマップを表示さ
せてください。 
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3. サイトマップの⾒⽅と使い⽅について�

クリックすると画像のようなポップアップが表示され
ます。 
『訪問』をクリックするとそのページに移動すること
ができます。 
『ページ検索』はページの設定を検索することがで
きます。 
『フラットビュー』は指定したページの子ページのみ
を表示させることができます。 
『新規ページ』はクリックしたページの下のディレクト
リにページを作成することができます。 
『外部リンク』を追加は外部のサイトマップ内に表示
できるようになります。 
 
※フラットビューとページ検索は下の階層がある状
態のページを選択すると表示されます。 

ページ設定と同一の内容	
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4. ページの複製⽅法�

サイトマップ上でページクリックしてドラッグ&ドロッ
プをします。そうするとページの移動や複製を行うこ
とができます。 
 
 

ドラッグ 
& 

ドロップ	

クリックを離すと画像の
ようなポップアップが表
示されます。 
『移動』を選択すると
ページが指定した場所
に移動します。 
『エイリアス』を選択する
とページへのショート
カットが作られます。 
『コピー』をクリックすると
指定した場所の下の階
層にコピーされます。 
※エイリアスは現在の
機能では使用しません。 

表示される	
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ページの編集について	
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1.編集画⾯�

ページに関する設定は 
①  編集モード 
②  ページ設定 
③  コンテンツ追加 
の３つから行います。 
 
①  編集モードはページのブロックを編集する際に使用します。 
②  ページ設定はタイトルやメタディスクリプションやページの場所など 

ページの内部やSEOに関わる設定を行います。 
③  コンテンツ追加はページに新規の内容を追加する場合に使用します。 

①	 ②	 ③	
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2.コンテンツの追加�

weblleはブロックを追加してコンテンツを作成していきます。 
メニューの『コンテンツの追加』をクリックするとこのような画面になります。 

ブロックに応じたカテゴリをクリック 
するとそれに応じたブロックが展開 
されます。	

クリックすると展開される	
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2.コンテンツの追加�

ドラッグ&ドロップ	

使用するブロック選んだらブロックをドラッグ&ドロップします。 
配置される場所に緑色の線が表示されるので、配置する場所が問題なければ、 
マウスのボタンを離します。	
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2.コンテンツの追加�

ブロックを追加すると画像のような編集画面になります。 
こちらに文章と必要な画像を追加して、ブロックを作成していきます。	

ブロックに反映されます	

入力後「新規」をクリック	
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2.コンテンツの追加�

ブロックを配置して、問題が無いなら左上の『編集モード終了』をクリックします。 
問題が無いなら『変更を公開』をクリックします。 
まだ公開しない場合には『変更を保存』をクリックします。 

変更した内容を削除したい場合は『変更
を破棄』をクリックします。 
 
『変更を公開』を押さない限りは変更内
容は公開されないので、気をつけてくだ
さい。	
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3.編集モード�

左上の編集モードをクリックすると、編集モードになります。 
ブロックの内容を変更、ブロックの移動を行います。 

編集モード	

編集モードでは無い状態	
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3.編集モード�

編集できるブロックの上にアイコンを移動するとブロックのフチが緑色になります。 
その状態でクリックすると画像のような表示が出てきます。 
 
ブロックを編集をクリックすると、『コンテンツの追加』の編集画面と同じように 
ブロックの内容を編集できるようになります。 

ブロックを編集をクリックします。 
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3.編集モード�

編集モード中にブロックにアイコンを乗せると、右上に画像のようなアイコンが 
表示されます。 
このアイコンをドラッグ&ドロップすると、『コンテンツの追加』と同じように 
ブロックの移動ができるようになります。	
移動方法は『コンテンツの追加』で説明した方法と同じ方法で行えます。 
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ドラッグ&ドロップで移動	



4.コンポーザー/ページ設定�

コンポーザー/ページ設定をクリックすると、ページに関する情報を設定�
できます。�
ページのタイトル、ディスクリプション、URLの設定、ページの配置の�
設定、キャッシュの設定、バージョンの設定、タグの挿⼊、等を⾏えます。�
�
基本的なSEOに関する設定はこちらから⾏えます。�
ページ設定に表⽰する項⽬は編集することも可能です。�
※コンポーザーはTOPページには表⽰されません。�
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4.コンポーザー/ページ設定�

①	

②

③	

④	

⑤	

⑥	

⑦	

⑧	

⑨	

1.  基本的な設定を行います。 
②  テンプレートを選択します。(使用しません) 
③  タイトルやmetaタグなどSEOに関する設定を

行います。 
④  ページ場所を指定します。 
⑤  あらかじめ決めておいた内容を入力できるよ

うにした項目です。（使用しません） 
⑥  キャッシュの設定を行います。 
⑦  ユーザーを追加した際の権限の設定を行い

ます。 
⑧  変更前の履歴を残します。 
⑨  モバイルの場面でプレビューします。 
⑩  ページを削除します。 

⑩	
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4.コンポーザー/ページ設定�

コンポーザー�
・ページ名�
ページのタイトルを決めます�
�
・説明�
descriptionに反映されます。�
�
・URLスラッグ�
ページのURLを設定します。�
testと設定すると�
demo.com/test/�
のような形でURLが設定されます。�
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4.コンポーザー/ページ設定�

SEO�
SEOに関する設定を⾏います�
�
・名前�
ページのタイトルになります。�
(コンポーザーのページ名と同じです)�
�
・URLスラッグ�
ページのURLを設定します。�
(コンポーザーのURLスラッグと同じです)�
�
・Metaタグタイトル�
<title>タグに表⽰される内容になります。�
�
・Metaタグ説明�
<meta description>に表⽰される内容になります。�
�
・追加ヘッダー要素�
<head></head>内に追加する内容になります。�
コンバージョンタグを埋め込む際に使います。�
�
sitemap.xmlから除く�
チェックを⼊れるとsitemap.xmlから除外されます。�
(ページが⾮表⽰になるわけではありません。)�
※sitemap.xmlとはウェブサイトの状態を検索エンジンに知らせる重要な役割を持ちます。�
 weblleはページを作成すると、sitemap.xmlを⾃動作成します。�
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4.コンポーザー/SEO(補⾜)�

・Metaタグタイトル�
�
・Metaタグ説明�
�
・追加ヘッダー要素�
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ここから</head>タグの間に 
記述した内容が表記されます。	



4.コンポーザー/ページ設定�

場所 
・場所を選択のボタン 
ページの場所を指定 
 
・このページのURL 
自動で設定されます。 
『URLを追加』から 
正しいページを指定 
します。 

クリック	
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※カノニカルについての補足 
カノニカルとはページの正しいURLを検索エンジンに伝える行為です。 
例えばABテストをすると、ほぼ同じ内容のページ2ページ作成されます。 
同じページが複数あるとどちらかがコピーコンテンツとみなされる可能性があります。 
カノニカルを使用すると正しいページを検索エンジンに伝えることができます。 



4.コンポーザー/ページ設定�

ページキャッシュ 
キャッシュに関する設定を行います 
 
・キャッシュを有効 
○グローバル設定を適用 
○このページをキャッシュしない 
○このページをキャッシュする 
 
・キャッシュの時間 
○グローバル設定を適用 
○手動でクリアされるまで 
○カスタム(任意のキャッシュの時間を
設定します) 
 
※グローバル設定を適用はサイト全
体に設定しているキャッシュの設定を
適用します。 
 

○	
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キャッシュとはサーバーにサイトの内容を複製しておき、表示があった際にその複製
から表示して、高速化を図る行為です。 



4.コンポーザー/ページ設定�

ページ権限 
メンバーを追加した際や、ユーザーに
よってページの閲覧権限を変更できま
す。 
 
指定したユーザーのみページの編集権
限を与えることが可能です。 
 
※権限についての設定は別のマニュア
ルを用意しているので、そちらを参照し
てください。 

○	
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4.コンポーザー/ページ設定�

バージョン 
 
ページを編集前のバージョンに戻すことができま
す。 
1.以前のバージョンを複製 
2.複製されたバージョンを承認 
の手順を行うと以前のバージョンに戻すことがで
きます。 

32	



編集に関しての機能	
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1. テキストエディターについて�

weblleにはテキストの文字の大きさや色などを編集できるように、エディターの機能があります。以下が
エディターに付加されている内容になります。 
1.  取り消す 
2.  やり直し 
3.  HTMLで編集 
4.  見出しなどのテキストのフォーマットの編集 
5.  カスタムスタイル 
6.  太字 
7.  イタリック体 
8.  打ち消し線 
9.  箇条書きリスト 
10.  番号付きリスト 
11.  インデント解除 
12.  インデント 
13.  画像追加 
14.  表の作成 
15.  リンクの追加 
16.  テキストの位置合わせ 
17.  水平線を挿入 
18.  特殊文字(©など) 
19.  文字の大きさ 
20.  文字の色 
21.  文字の背景色 
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2. ファイルマネージャーについて�

weblleで画像を追加・編集する場合はファイルマネージャーという場所から行います。 
ファイルマネージャーに画像をアップロードを行い、そこから画像を選択してページに使用
します。こちらの作業もドラッグ&ドロップで行えます。 
 
まず下記のフィールドのような表示の箇所をクリックします。 
 
クリック後、ファイルマネージャーが起動 
します。起動後に挿入したい画像を 
ドラッグ&ドロップします。 

クリック	

画像をドラッグ&ドロップ	
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2. ファイルマネージャーについて�

アップロードが完了したら下記のような画面になります。 
右上の『ファイルを選択』をクリックすると先ほどアップロードをした画像が適用されます。 

クリック	
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2. ファイルマネージャーについて�

編集から画像のトリミング等が行えます。 
拡大・縮小のバーから画像の拡大縮小ができます。 
 
幅・高さに数字を入力すると指定した幅に拡大できます。 
※こちらには直接数字を入力せずに、メモ帳などに入力し

た数字をコピー&ペーストして、数字を入力してください。 
 
画像の切り抜きから指定した範囲をトリミングできます。 
 
※編集の機能は補助的な機能なので画像のアップロード
はなるべくローカルで編集後に行ってください。 
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2. ファイルマネージャーについて�

画像に対してaltタグを設定できます。 
先ほどのメニューから設定をクリックします。 
次にタイトルをクリックします。 
クリック後、画像のalt属性に対応する内容を記述します。 
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3. 下書きの削除�

新規ページを作成して、保存をかけなくても下書きページが溜まります。 
増えすぎると一覧性が悪くなってしまいます。 
そういった場合に下書きを削除します。 
下書きがある場合ページの下書きが表示されます。 
削除したい下書きのページをクリックします。 
その後コンポーザー/ページ設定から、ページ削除をします。 
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3. 下書きの削除�

フルサイトマップからも削除が行えます。 
一番下の『サイトマップにシステムページを含める』をクリックします。 
その後サイトマップに下書きが表示されるので、そちらから下書きを削除します。 
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ここから下書きを選び削除する	



グローバルナビのブロック	
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グローバルナビのブロック�

グローバルナビのブロックが使用できます。 
ブロックのカテゴリに「グローバルナビ」があるので、そちらを使用します。 
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色変更用のブロック	
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⾊変更⽤のブロック�

パーツのカテゴリに『色の変更用』というブロックがあります。 
そのブロックを配置をすると、 
・テーマの背景色 
・デーマの文字色 
・ボーダーの色 
・ボタンの背景色 
・ボタンの文字色 
を変更できます。 
このブロックを配置しているページで設定した色のスタイルが反映されます。 
全体でまとめて変更をしたい場合は、 
スタックの機能を利用をしてください。 
スタックについては 
04weblleについて(共通部分の管理)のマニュアルを 
を参照してください。 
※それぞれのブロックで個別に色の指定をしている 
場合は、そちらの色の設定が優勢されます。 
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⾊変更⽤のブロック�

・テーマの背景色 
見出しに使われている背景色を変更する 
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・テーマの文字色	
見出しやサブタイトルで使われている 
テーマのポイントになる文字色を変更する 

・ボタンの背景色 
・ボタンの文字色 
ボタンに使用されている背景色と 
ボタンの文字色を変更します。 
 

・ボーダーの色	
囲われている線の色を変更する 



挙動が他と違うブロック	
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挙動が他と違うブロック	

■アイコンを使用したブロック(リピートのカテゴリ) 
・ds16 アイコンリスト 
・ds8 画像フルアイコンリスト 
アイコンを選ぶことができます。 
選択したアイコンが選択したエリアの右に表示されます。 
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■画像のみのブロック(パーツのカテゴリ) 
・gs3 画像のみ 
・gs3 画像のみ(リンク無し) 
画像のみを挿入するブロックになります。 
余白を入力できます。 
60px または 10% のように 
ピクセルかパーセント単位で入力します。 



挙動が他と違うブロック	
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■記事のみのブロック(パーツのカテゴリ) 
・記事のみ 
背景色とテキストのみを入力するブロックです。 
エディターの見出しを適用すると、 
それぞれのフォーマットに合うデザインが反映されます。 
 

■見出しのブロック(パーツのカテゴリ) 
・gs4 見出し1 
下の余白(不要なら0を入力) 
という項目があります。 
下のブロックとの距離が空き過ぎる場合は、 
こちらの項目に対して0の値を入力します。 
そうすると、このブロックの下の余白が無くなり、距離を詰めることができます。 
 

■線のみのブロック(パーツのカテゴリ) 
・gs7 線のみ 
線のみを挿入できるブロックになります。 
 

■2カラムのサイドバーで使用するブロック 
・gs8 サイドサムネイル	
2カラムのサイドバーで使用するブロックになります。 



挙動が他と違うブロック	
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■ECの商品紹介ブロック(EC1のカテゴリ) 
・EC1_8_商品紹介 
コード挿入エリアという箇所があります。 
そちらにSTORES.jpなどの商品購入用のボタンや 
商品ページのリンクのを貼り付けます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
例) 
・STORES.jp 
https://stores.jp/button 
 
・BASE 
http://baseu.jp/customer_support/20161004114432/ 



ブロックの複製 
 (クリップボードについて)	
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ブロックの複製�

ブロックを作成するとそれを元にしてしたい場合があります。 
例えばお問い合わせのブロックを作成して、その入力内容を元に何か変更や追加したなど
です。 
そういった場合にクリップボードという機能を使用をします。 
こちらを使用すると、任意のブロックを指定してそれを元にブロックを新規で作成すること

ができます。 
 
スタックの機能（別のマニュアルで説明します）と違うのは、スタックの場合は編集をすると
他のブロックに影響がありますが、クリップボードは複製するだけなので他のブロックに影
響を与えることはありません。 
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ブロックの複製�

任意のブロックを選択します。 
クリックボードにコピーをクリックします。 
 
その後ブロックはクリップボードに追加されました。 
と現れます。 

52	



ブロックの複製�

クリップボードが追加されたら、ブロックを編集するメニューの上
部をクリックします。 
ブロック クリップボード スタック 
のメニューが表示されます。 
 
メニューのクリップボードをクリックします。 
 
クリックすると下記のような画面が表示されます。 
クリップボードにコピーをしたものをブロックと同じように 
ドラッグ&ドロップをします。 
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共通設定に関する機能	
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1.共通の設定 �

サイト名やトラッキングのタグなど全体に関する設定を行うことができます。 
主に扱う箇所は『サイト名』『トラッキングコード』『ブックマークアイコン』『キャッシュ』の項目
になります。 

55	



2.サイト名 ブックマークアイコン�

基本→サイト名からサイト名を変更できます。 
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基本→ブックマークアイコンから『Favicon』を設定できます。 



3.トラッキングコード�

SEOと統計→トラッキングコードからトラッキングコードの設定をできます。 
こちらに記述した内容が全てのページに挿入されます。 
アナリティクスのタグのなどを記述します。 
下のページのヘッダーかページのフッターの項目から挿入される場所を選択できます。 
※コンバージョンタグなどページ個別にコードを追加する際はページ設定の追加ヘッダーから行います。	
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4.キャッシュ�

最適化→キャッシュとスピードの設定 からキャッシュに関する設定を行います。 
『ブロックキャッシュテーマ』 『CSS キャッシュ』 『LESSの出力を圧縮』 『CSS と Javascript 
キャッシュ』 『オーバーライドをキャッシュ』 『フルページキャッシュ』 『ページのキャッシュ期
限』 
上記の8項目を設定できます。 
『ページのキャッシュ期限』以外の項目は、それぞれ有効にするか無効するか設定します。 
『ページのキャッシュ期限』 
•  毎 6 時間（デフォルト設定） 
•  手動 
•  定期○分ごと 
の3項目のどれかから設定します。 
 
こちらで全体のキャッシュの項目を設定します。 
ページでキャッシュを設定している場合は、 
ページの設定が有効になります。 
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4.キャッシュ�

最適化→キャッシュをクリア からキャッシュを削除します。 
サイトの画像や編集内容が変更されない場合や、設定に関する項目が変更されない場合
は、こちらからキャッシュをクリアしてください。 
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